
紹

介

字
法
な
う
も
の
も
附
加
さ
れ
て
る
ろ
。

　
爾
附
錐
と
し
て
各
省
厳
命
積
表
、
舌
車
里
程
炎
が
つ
い
て
み
る
O
地
國

の
編
纂
ほ
修
史
事
業
と
一
脹
祁
類
す
る
庭
あ
り
、
…
鶴
文
化
の
消
長
恥
知

る
べ
各
・
｝
つ
の
指
標
と
考
ふ
る
山
岨
が
で
寄
・
う
が
由
果
洋
の
先
難
〔
醐
闘
な
以
て
、
任

す
る
我
國
に
こ
の
新
地
圃
に
優
ろ
程
の
大
地
圃
帳
の
完
成
ゼ
ら
れ
ん
事
た

希
望
し
て
止
ま
な
い
。
（
来
倉
）

⑳
東
洋
文
明
史
論
叢

桑
原
陥
蔵
著

　
こ
の
書
採
桑
原
博
士
遺
作
集
の
第
二
部
に
常
り
、
博
士
の
撒
あ
る
論
文

中
支
那
文
化
及
び
束
酒
面
丈
化
の
交
渉
に
關
す
る
も
の
左
の
十
三
篇
を

蕾
ん
で
牧
載
ぜ
ら
れ
て
る
る
Q

　
　
歴
史
上
よ
り
見
覧
る
南
北
支
那

　
　
紙
の
歴
更

経
子
に
見
え
贈
る
宋
人

支
那
人
間
に
於
け
る
食
人
肉
の
風
管

膚
宋
時
代
の
耳
翼

長
安
の
青
龍
寺
の
逡
趾
に
就
て

司
馬
遮
の
盈
年
に
關
す
る
一
新
説

陪
唐
時
代
に
支
那
に
來
住
し
六
西
域
人
に
就
て

明
の
鹿
天
簿
よ
り
羅
馬
法
皇
に
逡
呈
ゼ
し
丈
書

創
建
清
鼻
毛
碑

支
那
人
た
指
コ
タ
ウ
ガ
ス
又
は
タ
ム
ガ
シ
と
い
ふ
本
島
に
就
て

支
那
の
記
録
に
見
え
ぬ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
猛
肉
食
用
禁
澗

第
十
九
巷
　
第
閣
號
　
　
七
七
二

　
　
凝
霞
見
の
カ
ト
サ
ソ
〃
数
の
宗
論
關
係
の
二
階
料

　
論
文
野
点
に
認
れ
も
博
士
蹴
前
数
種
の
墨
錯
雑
誌
上
に
発
褒
ぜ
ら
れ

て
、
世
界
の
暴
っ
て
重
ん
ず
る
庭
と
な
り
、
現
雀
に
於
て
も
東
洋
學
研
究

者
の
必
読
、
陸
前
に
滲
　
考
と
す
べ
・
・
で
も
E
の
と
さ
れ
て
み
る
一
、
の
の
み
で
あ
る

か
ら
、
今
更
叢
に
そ
の
垂
々
の
内
容
紹
介
た
整
．
す
ろ
必
要
も
あ
ろ
ま
い
。

三
二
頭
に
ぱ
一
十
三
年
曝
代
の
窮
眞
及
び
羽
田
博
士
の
序
丈
が
あ
り
、
谷

宋
に
索
引
が
附
さ
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
弘
丈
堂
、
五
［
七
頁
・
儂
三
・
八
○
）
（
内
田
）

囎
渤
海
國
志
長
編
　
二
十
巻

　
三
十
金
競
絞
氏
ぽ
現
今
奉
天
公
署
滲
事
官
に
し
て
奉
天
の
國
立
蔀
書
般
…

副
館
長
為
兼
任
、
満
洲
國
屈
指
の
學
者
と
し
イ
、
令
名
高
き
人
。
本
編
ほ
氏

が
逓
く
H
支
鮮
の
史
籍
な
渉
狽
し
、
北
は
吉
林
・
黒
龍
江
二
神
に
走
り
、

東
ば
朝
鮮
牛
島
存
極
め
数
年
聞
腐
心
研
辮
「
の
末
先
頃
上
梓
の
蓮
び
と
な
り

し
も
の
で
あ
ろ
。
渤
海
國
志
長
編
な
る
書
名
ぱ
氏
存
誤
認
ほ
さ
ゼ
な
か
つ

六
が
最
初
に
氏
た
剰
戟
誘
披
す
・
る
班
あ
り
し
唐
曇
の
渤
海
闘
志
に
負
ひ
、

李
憲
の
繕
一
資
治
通
鍛
長
編
に
倣
っ
て
長
編
と
附
加
ぜ
し
も
の
と
い
ふ
。
”
て

の
盤
裁
ぱ

　
巷
｝
総
略
上
、
谷
二
組
略
下
、
巷
三
世
紀
、
巷
四
壁
祀
、
巻
五
年
表
、

巻
山
ハ
世
系
、
巻
」
て
る
八
事
衰
、
巻
入
事
都
表
、
谷
九
ψ
厭
匝
一
列
偵
博
、
巻
⊥
丁
諸
臣

列
傳
、
巻
十
一
士
庶
列
縛
、
巷
十
二
騒
…
部
列
傳
、
巻
十
三
遣
蒲
鋼
像
、
巻

十
四
地
理
、
巻
L
T
五
職
凹
官
考
、
徐
｝
十
山
ハ
族
俗
考
、
巻
十
七
合
藻
貝
考
、
巻
乱
丁

入
文
徴
、
巷
十
九
叢
考
、
巷
二
十
蝕
錐
、
よ
り
成
り
別
に
附
圃
二
輻
旭
添

え
て
み
ろ
Q
賭
し
の
報
命
川
書
n
日
ほ
…
百
三
十
七
種
な
算
‘
へ
、
浄
、
の
列
韓
…
班
牧

（1綴）



ξ
、

の
人
物
に
二
百
五
十
八
に
及
び
、
氏
自
ら
「
本
編
照
門
乃
釜
四
百
絵
年
頭

明
始
末
備
於
　
編
題
臼
蓋
海
國
志
貨
渤
海
民
族
志
也
」
キ
此
…
｝
か
冷
負
し
て

居
る
が
・
如
く
渤
海
民
族
醗
山
砦
の
蓮
か
窺
ふ
べ
き
丈
獣
上
の
一
大
集
成
六
る

な
失
ほ
ぬ
∪
本
編
の
含
む
内
容
巨
極
め
て
啓
白
で
論
ず
べ
き
事
も
多
い
が
、

今
匡
從
來
問
題
と
な
れ
ろ
二
三
の
黙
に
就
て
氏
が
如
何
な
る
論
定
た
な
し

て
居
る
か
た
記
し
て
登
豹
な
推
す
に
と
y
め
六
い
。

　
先
づ
渤
海
建
國
の
始
灘
に
就
て
の
問
題
で
あ
ろ
。
長
編
（
巻
三
世
紀
第

一
）
に
「
渤
海
高
王
名
扉
榮
、
姪
大
師
、
株
播
粟
末
漁
人
、
乞
乞
仲
象
之

子
也
、
或
云
晦
麗
瑚
悔
し
詐
‘
9
リ
、
薪
墨
書
の
記
事
に
從
っ
て
始
郵
扉
榮

存
乞
乞
仲
象
の
子
な
り
と
し
て
居
る
O
こ
の
爾
人
の
關
係
な
耳
蝉
害
に
從

っ
て
父
子
と
み
る
べ
き
か
否
や
に
就
て
ぽ
異
論
あ
り
。
池
内
博
士
ば
仲
象
・

昨
榮
1
1
同
一
人
、
仲
象
ほ
建
國
前
倒
州
在
佐
申
の
名
，
大
駆
榮
に
建
國
後

の
名
な
り
と
断
じ
（
東
洋
學
報
第
五
巻
第
　
號
、
渤
海
の
建
制
者
に
つ
い

て
）
、
津
田
博
士
亦
之
に
從
つ
た
（
満
車
地
理
歴
吏
研
究
報
告
、
第
一
谷

渤
海
考
）
O
鳥
出
氏
ぱ
之
に
從
巨
す
群
榮
ほ
仲
象
の
死
後
綜
鵜
軍
な
統
御
し

六
他
の
首
領
な
ら
ん
と
推
測
し
て
居
ゑ
渤
海
史
考
）
。
金
氏
ほ
長
編
谷
＋

九
叢
考
（
七
葉
）
に
於
て
「
織
田
溺
無
顯
謹
」
と
し
て
詐
榮
・
仲
象
同
一
人

説
に
賛
ぜ
す
、
五
代
會
要
が
新
興
書
と
岡
じ
く
父
子
説
た
記
ぜ
る
な
重
覗
．

し
て
之
に
出
塁
し
て
贋
ろ
。
然
る
に
仲
象
か
詐
榮
の
父
と
み
う
に
ば
そ
こ

に
幾
多
の
．
不
白
然
な
ろ
鮎
の
存
マ
る
事
ぽ
池
内
博
士
の
所
説
の
如
し
、
こ

の
瓢
為
落
潜
さ
ぜ
ぬ
隈
り
父
子
設
の
成
立
ば
困
難
で
あ
ろ
。
金
工
に
既
の

黙
に
就
て
に
論
ず
る
班
が
な
い
。
次
に
建
掃
溜
の
萬
自
で
あ
る
。
金
氏
ば

ド
長
編
轍
職
考
に
於
て
種
々
と
考
察
の
渦
一
期
か
蓮
べ
て
居
る
が
結
局
冨
μ
「
秣
鞘

介

粟
野
善
人
」
と
「
或
云
高
麗
別
種
」
と
い
ふ
爾
説
な
並
べ
る
よ
り
外
な
か

つ
糞
。
鳥
山
氏
に
新
説
爾
唐
書
の
艶
載
な
薄
着
か
ゼ
て
生
操
潜
翻
る
大
氏

は
高
麗
人
、
渤
海
聖
賢
な
紺
成
ゼ
る
主
力
は
殊
鵜
で
あ
っ
六
と
考
へ
て
屠

る
（
渤
海
典
考
）
。
更
に
白
鳥
博
士
は
昨
秋
「
渤
海
醐
に
就
い
て
」
と
題
す
る

講
演
に
於
て
大
盤
榮
ほ
蕎
臨
書
に
云
ふ
麺
り
髭
篭
麗
人
で
王
朝
競
び
に
上

流
激
愈
か
紛
．
織
し
糞
看
ほ
高
旬
麗
人
で
殺
治
者
ほ
秣
鞠
、
野
晒
仲
象
ば
腺

鞠
の
會
長
と
忽
ほ
れ
る
と
い
ふ
意
味
の
こ
と
為
種
々
謹
採
算
暴
げ
て
い
っ

て
居
る
（
史
學
雑
誌
第
四
十
四
編
第
十
二
號
彙
報
所
載
）
。
そ
の
論
証
の
方

法
ぱ
我
々
に
一
つ
の
該
間
㎞
越
解
決
の
新
し
い
指
針
た
凱
ハ
へ
し
も
の
と
考
へ

る
。
次
に
論
議
さ
れ
ろ
の
ば
垂
尽
の
比
定
で
あ
る
。
上
京
閃
京
ほ
定
説
あ

り
、
異
設
紛
々
訊
バ
ろ
中
京
透
見
府
に
就
て
ば
勢
多
は
我
が
小
川
導
通
、
鳥

山
氏
と
同
じ
く
樺
旬
縣
の
蘇
密
城
説
か
探
っ
て
ゐ
う
が
、
鳥
山
氏
が
こ
の

中
京
の
地
た
蕉
國
部
ち
大
群
榮
建
國
添
附
の
根
糠
地
と
同
型
に
解
し
て
居

る
の
に
ほ
餐
成
ぜ
で
奮
閣
と
申
京
と
に
決
し
て
一
馳
に
非
す
と
籔
冒
し
落

國
な
別
蜘
Ψ
に
求
め
（
巷
工
丁
四
地
理
六
葉
）
A
コ
の
敷
｛
果
號
附
近
に
比
定
し
ハ
㎜
口

上
三
十
七
葉
）
勢
．
多
理
蛾
為
除
い
て
他
に
之
に
脚
田
る
べ
き
城
幕
な
し
（
同
上

四
十
～
四
十
｝
葉
）
と
い
っ
て
み
る
。
津
田
郷
士
ほ
落
國
た
敦
化
の
附
近
と

し
て
屠
る
か
ら
金
壷
の
説
臣
之
と
一
致
で
る
諜
で
あ
ろ
が
津
田
博
士
ほ
申

京
を
も
こ
の
地
に
求
め
る
黙
が
異
っ
て
房
ろ
。
我
國
學
者
巾
奮
國
と
中
京

為
別
地
に
考
へ
し
人
ば
無
い
様
で
あ
る
か
ら
金
氏
の
こ
の
観
ほ
注
日
さ
ろ

べ
・
き
で
あ
ろ
。
東
京
龍
原
府
に
我
が
松
非
、
嫡
出
河
底
と
同
じ
く
琿
黍
濱

海
の
地
に
比
定
し
琿
春
境
内
の
八
蓮
城
が
そ
れ
で
あ
迷
う
か
と
い
っ
て
膚

る
（
同
上
九
葉
）
o
然
し
こ
の
地
が
歳
翻
の
故
地
で
あ
る
と
い
ふ
認
事
の
解

第
十
九
春
　
第
四
號
　
　
七
七
三

（185）



紹

介

羅
ほ
鳥
山
氏
の
苦
野
ゼ
う
に
比
し
て
や
」
疏
略
で
ほ
な
か
ら
う
か
O
南
京

南
海
府
、
こ
れ
に
継
て
ば
熱
熱
、
鳥
山
爾
氏
と
嗣
じ
く
成
鏡
遠
道
鏡
城
灘
奄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

「
似
可
假
定
布
此
」
（
同
上
十
二
葉
）
と
い
つ
糞
り
、
又
朝
鮮
北
青
郡
新
晶
（
鏡

城
の
南
）
が
そ
れ
か
も
知
れ
ぬ
（
同
上
＋
二
一
十
三
葉
）
と
い
っ
た
り
、
又
東

國
輿
地
勝
贅
五
十
析
載
岩
鏡
北
蓮
鍾
城
府
之
古
跡
に
南
京
と
穂
す
る
庭
あ

り
或
に
こ
れ
で
あ
ら
う
か
（
阿
上
＋
三
葉
）
な
ど
頗
る
氣
が
多
い
。
閣
み
に

最
後
の
親
ほ
我
が
内
藤
榑
士
が
目
本
浦
洲
交
麺
略
設
ハ
叡
出
講
演
、
集
）
の
申

に
既
に
説
か
れ
允
所
で
あ
る
Q
然
う
に
以
上
諸
京
の
比
定
の
如
き
ば
女
献

に
就
て
如
何
に
考
究
す
る
も
班
謂
机
上
の
空
論
に
過
ぎ
ざ
る
事
が
多
い
、

か
～
る
問
題
ぼ
實
地
踏
査
の
結
果
と
相
談
っ
て
正
鵠
奄
期
す
る
に
庶
幾
ら

・
り
。

　
以
上
が
金
遣
の
論
説
り
一
斑
で
あ
ろ
。
然
し
こ
の
書
の
塒
徴
ぼ
論
説
よ

り
も
寧
ろ
そ
の
更
料
集
☆
る
黙
に
在
る
。
史
料
集
と
し
て
面
戸
ば
完
壁
に

近
い
。
非
帝
巾
げ
ト
便
利
な
本
で
冷
の
る
、
㌔
L
」
た
申
添
へ
て
諸
千
｛
に
御
一
蔵
型
め
す
・
る

次
籠
π
で
あ
る
Q
（
大
流
ヱ
ね
丈
門
閥
雑
へ
行
、
　
…
艀
∵
窄
本
摺
∵
八
圓
）
（
外
山
）
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フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
、
マ
イ
ネ
ソ
ケ
に
デ
デ
イ
ケ
イ
レ
さ
れ
穴
ろ
本
書
ほ

著
者
の
序
丈
に
よ
れ
ば
中
世
的
塁
恩
間
題
へ
の
一
黒
髭
と
し
て
書
か
れ
カ

も
の
で
あ
る
。
一
覧
二
入
一
聯
○
年
に
限
っ
た
の
ほ
一
五
二
八
年
の
集
帝

計
霊
に
始
ま
り
、
一
五
三
八
年
峯
。
。
ρ
》
曹
霧
貰
6
琴
m
に
於
け
る
フ
ラ
ン

篁
十
九
巷
　
第
悶
號
　
　
七
七
四

ソ
ワ
｝
世
と
の
合
著
に
至
ろ
期
問
ほ
集
帝
の
理
想
が
最
判
純
粋
に
、
か
つ

最
も
宥
敷
に
實
現
ゼ
ら
れ
．
た
と
い
．
ふ
基
軸
の
児
解
に
よ
つ
力
六
め
で
あ

る
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
帝
…
図
恥
議
奮
n
（
紳
ゆ
二
幽
門
）
、
一
五
一
ニ
ニ
年
の
ト
ル
コ
臨
遠
’
征

（
第
三
章
）
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
厨
・
き
考
（
第
四
章
）
、
一
五
三
六
年
復
活

祭
1
3
曜
日
カ
ー
ル
麗
世
の
ロ
⊥
・
に
於
け
る
燕
賀
演
説
（
第
徽
章
）
が
か
・

る
癖
脚
註
へ
の
階
段
奄
な
し
て
み
ろ
Q
著
看
が
偲
旧
々
の
審
飾
只
の
κ
双
蓮
な
静
棺
一
騨

更
的
意
昧
附
け
と
結
び
つ
け
て
み
ろ
鮎
ぱ
戯
れ
て
み
ろ
Q

　
事
書
叙
蓮
の
部
分
ほ
特
に
成
功
し
て
み
る
。
史
料
、
文
献
の
澱
握
及
び

口
便
．
ほ
誠
に
漉
切
で
あ
り
、
重
要
な
る
も
の
と
し
か
ら
ざ
う
も
の
と
の
麗

塒
も
正
確
で
あ
る
。
無
昧
乾
燥
な
る
公
文
書
也
料
も
色
彩
と
生
命
と
か
得

て
み
る
Q
一
聾
糞
丁
三
闘
年
の
フ
ー
フ
ン
ス
に
封
読
・
る
親
善
政
策
ぱ
フ
ラ

ン
ソ
ワ
｝
世
と
、
同
艮
窪
δ
へ
の
最
初
の
眞
断
群
な
る
試
み
で
あ
る
と
理

解
し
て
み
る
Q
亦
多
く
の
廊
話
的
都
分
ぱ
偲
へ
ば
プ
ロ
ゾ
ア
ン
ス
へ
の
遽

征
ハ
｝
五
三
六
年
）
の
叙
蓮
の
如
く
杢
魏
の
叙
蓮
か
産
か
し
て
み
る
。

　
著
春
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
癖
代
に
重
て
は
カ
ー
ル
曽
、
鮭
の
三
世
的

宗
教
的
、
世
界
的
な
る
皇
奮
理
念
と
フ
ラ
ン
ソ
ヲ
…
世
の
近
世
醐
家
理
念

と
が
聾
立
し
、
爾
者
の
間
に
ク
レ
メ
ン
ス
二
世
及
び
パ
ウ
彪
三
歎
等
ル
ネ

サ
ン
ス
法
王
の
雪
・
豊
δ
℃
・
ぎ
凹
℃
が
存
し
六
と
す
ろ
。
こ
の
理
念
の
欝

立
ぱ
羅
封
的
で
あ
る
Q
最
初
皇
帝
に
ほ
そ
の
反
封
者
の
汲
沿
康
則
に
驕
す

る
理
解
に
少
し
も
な
か
つ
象
、
彼
ほ
フ
ラ
ン
ス
王
及
び
硯
實
主
義
的
政
策

為
主
張
す
ろ
彼
の
臣
下
と
牒
瑚
の
釜
揚
に
立
っ
て
る
れ
。
彼
ぽ
貞
ら
の
墓

督
攻
的
二
子
上
伸
ハ
幹
ゆ
誤
）
に
よ
つ
て
暗
代
の
激
と
な
っ
た
（
幹
嬉
O
）
o

か
・
ろ
簿
統
孟
母
帝
理
念
が
杢
く
カ
ー
ル
の
三
界
政
策
的
任
務
な
決
定
し

（王813）


